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ペ
ー
ジ

規　
　
　

則

〇
だ
れ
も
が
住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
社
会
福
祉
課
）　
　

一

〇
生
活
保
護
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（　
　

同　
　

）　
　

一

〇
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（　
　

同　
　

）　
　

二

〇
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則

　

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
長
寿
社
会
政
策
課
）　
　

二

〇
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一

　

部
を
改
正
す
る
規
則 

（　
　

同　
　

）　
　

三

〇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則

　

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 
（　
　

同　
　

）　
　

三

〇
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
係
る
検
査
費
用
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
疾
病
・
感
染
症
対
策
室
）　
　

三

訓　

令　

甲

〇
単
純
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

（
人　

事　

課
）　
　

四

告　
　
　

示

〇
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
二
条
第
六
項
の
指

　

定
地
方
公
共
機
関
の
指
定 

（
危
機
対
策
課
）　
　

五

〇
宮
城
県
認
証
食
品
認
証
基
準
の
策
定
（
二
件
） 

（
食
産
業
振
興
課
）　
　

五

〇
入
会
林
野
整
備
計
画
の
認
可 

（
林
業
振
興
課
）　
　

六

〇
保
安
林
の
指
定
の
解
除 

（
森
林
整
備
課
）　
　

六

〇
保
安
林
の
指
定
の
予
定 

（　
　

同　
　

）　
　

七

〇
道
路
の
供
用
開
始
（
二
件
） 

（
道　

路　

課
）　
　

七

〇
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可 

（
北
部
地
方
振
興
事
務
所
）　
　

七

公　
　
　

告

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
三
件
） 

（
建
築
宅
地
課
）　
　

七

人
事
委
員
会

〇
人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
十
九
（
へ
き
地
手
当
等
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

八

雑　
　
　

報

〇
宮
城
県
住
宅
供
給
公
社
に
よ
る
県
営
住
宅
等
の
管
理
代
行
に
関
す
る
公
告 

一
〇

正　
　
　

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
二
七
四
一
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日
付
け
）
中 

一
一

規　
　
　

則

　

だ
れ
も
が
住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
二
十
六
号

　
　
　

だ
れ
も
が
住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

だ
れ
も
が
住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
（
平
成
八
年
宮
城
県
規
則
第
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
第
一
号
の
表
中
「
第
二
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
二
号
」
に
、「
一
般
電
気
事
業
」
を
「
小

売
電
気
事
業
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

生
活
保
護
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
二
十
七
号

　
　
　

生
活
保
護
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

生
活
保
護
法
施
行
細
則
（
平
成
元
年
宮
城
県
規
則
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

様
式
第
三
号
の
二
（
そ
の
一
）
中

発　　　　行
宮 城 県
（総務部私学文書課）
宮城県仙台市青葉区
本町三丁目８番１号
電話 022（211）2267
（毎週火，金曜日発行）

「
①
訪
問
介
護
，
②
訪
問
入
浴
介
護
，
③
訪
問
看
護
，
④
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
，
⑤
居
宅

療
養
管
理
指
導
，
⑥
通
所
介
護
，
⑦
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
，
⑧
短
期
入
所
生
活
介
護
，
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様
式
第
十
六
号
、
様
式
第
十
六
号
の
二
、
様
式
第
十
七
号
及
び
様
式
第
三
十
七
号
の
二
中
「60日

」
を
「３

か
月

」

に
改
め
、「審

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

」
の
下
に
「な
お
，
決
定
の
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
，
決
定
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

」
を
、「を

し
た
日

」
の
下
に
「（行

政
不
服
審
査
法

（平
成
26年

法
律
第
68号

）第

23条
の
規
定
に
よ
り
不
備
を
補
正
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
，
当
該
不
備
を
補
正
し
た
日

）」
を
、

「50日

」
の
下
に
「（審

査
請
求
を
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
50日

以
内
に
行
政
不
服
審
査
法
第
43条

第
３
項
の

規
定
に
よ
り
通
知
を
受
け
た
場
合
は
70日

）」
を
加
え
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
二
十
八
号

　
　
　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
施
行
細
則
（
平
成
二
十
七
年
宮
城
県
規
則
第
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

　

様
式
第
五
号
（
裏
面
）、
様
式
第
六
号
、
様
式
第
八
号
（
裏
面
）、
様
式
第
十
号
、
様
式
第
十
三
号
及
び
様
式
第
十
六

号
中
「60日

」
を
「３

か
月

」
に
改
め
、「審

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

」
の
下
に
「な

お
，
決
定
の
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
，
決
定
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年

を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

」
を
加
え
、

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
様
式
第
五
号
（
裏
面
）、
様
式
第
六
号
、
様

式
第
八
号
（
裏
面
）、
様
式
第
十
号
、
様
式
第
十
三
号
及
び
様
式
第
十
六
号
の
改
正
規
定
（「60日

」
を
「３

か
月

」
に

改
め
る
部
分
及
び
「審

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

」
の
下
に
「な

お
，
決
定
の
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
，
決
定
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
審
査

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

」
を
加
え
る
部
分
を
除
く
。）
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
二
十
九
号

　
　
　

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
五
年
宮
城
県
規
則
第
三

⑨
短
期
入
所
療
養
介
護
，
⑩
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
，
⑪
福
祉
用
具
貸
与
，
⑫
特
定
福
祉

用
具
販
売
，
⑬
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
，
⑭
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
，
⑮
認

知
症
対
応
型
通
所
介
護
，
⑯
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
，
⑰
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
，

⑱
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
，
⑲
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生

活
介
護
，
⑳
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
，
㉑
居
宅
介
護
支
援
，
㉒
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
，
㉓
介
護

保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
，
㉔
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
，
㉕
介
護
予
防
訪
問
介
護
，
㉖
介
護
予
防

訪
問
入
浴
介
護
，
㉗
介
護
予
防
訪
問
看
護
，
㉘
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
，
㉙
介

護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
，
㉚
介
護
予
防
通
所
介
護
，
㉛
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
，
32
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
，
33
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
，
34
介
護
予

防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
，
35
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
，
36
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具

販
売
，
37
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
，
38
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
，

39
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
，
40
介
護
予
防
支
援

」

を

「
①
訪
問
介
護
，
②
訪
問
入
浴
介
護
，
③
訪
問
看
護
，
④
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
，
⑤
居
宅

療
養
管
理
指
導
，
⑥
通
所
介
護
，
⑦
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
，
⑧
短
期
入
所
生
活
介
護
，

⑨
短
期
入
所
療
養
介
護
，
⑩
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
，
⑪
福
祉
用
具
貸
与
，
⑫
特
定
福
祉

用
具
販
売
，
⑬
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
，
⑭
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
，
⑮
地

域
密
着
型
通
所
介
護
，
⑯
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
，
⑰
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
，
⑱
認

知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
，
⑲
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
，
⑳
地
域
密
着
型

介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
，
㉑
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
，
㉒
居
宅
介
護
支
援
，
㉓
介
護

福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
，
㉔
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
，
㉕
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
，
㉖
介
護

予
防
訪
問
介
護
，
㉗
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
，
㉘
介
護
予
防
訪
問
看
護
，
㉙
介
護
予
防
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
，
㉚
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
，
㉛
介
護
予
防
通
所
介
護
，
32
介

護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
，
33
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
，
34
介
護
予
防
短
期

入
所
療
養
介
護
，
35
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
，
36
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
，

37
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
，
38
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
，
39
介
護
予
防
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
，
40
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
，
41
介
護
予
防
支
援

」

に
改
め
る
。

「
　
こ
の
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
，
こ
の
決
定
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の
裁
決
を
経
た
後
に
，
審

査
請
求
の
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告

と
し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に
つ
い
て
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
，
次
に
掲
げ
る
場
合
は
，
審
査
請
求
の
裁
決
を
経
る
こ
と
な
く
，
こ
の
決
定
に
つ
い
て

の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
⑴
　
審
査
請
求
を
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
50日
を
経
過
し
て
も
裁
決
が
な
い
と
き
。

　
⑵
 　
決
定
，
決
定
の
執
行
又
は
手
続
の
続
行
に
よ
り
生
ず
る
著
し
い
損
害
を
避
け
る
た
め
緊
急
の

必
要
が
あ
る
と
き
。

　
⑶
　
そ
の
他
裁
決
を
経
な
い
こ
と
に
つ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
。

」

を

「
　
こ
の
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
，
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
６
か
月
以
内
（
こ
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
を
行
っ
た
場
合
に
は
，
審
査
請
求
の
裁
決
が

あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
）
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台
地

方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に
つ
い
て
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

」

に
改
め
る
。
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十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
九
条
第
一
項
第
三
号
イ
中
「
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
」
の
下
に
「
、
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
特
定

施
設
入
居
者
生
活
介
護
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例

（
平
成
二
十
四
年
宮
城
県
条
例
第
八
十
七
号
）
第
百
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
特
定
施
設

入
居
者
生
活
介
護
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
加
え
、「
又
は
」
を
「
、
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
介
護
予
防
特
定

施
設
入
居
者
生
活
介
護
（
同
条
例
第
九
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設

入
居
者
生
活
介
護
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
又
は
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、」
の
下
に
「
外
部

サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
、」
を
、「
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
」
の
下
に

「
、
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
」
を
加
え
る
。

　

第
十
二
条
第
三
項
中
「
第
八
条
第
二
十
三
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
四
項
」
に
、「
同
条
第
二
十
五
項
」
を
「
同
条

第
二
十
六
項
」
に
、「
同
条
第
二
十
三
項
」
を
「
同
条
第
二
十
四
項
」
に
、「
同
条
第
二
十
四
項
」
を
「
同
条
第
二
十
五

項
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
八
条
の
二
第
十
八
項
」
を
「
第
八
条
の
二
第
十
六
項
」
に
、「
第
八
条
第
二
十

三
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
四
項
」
に
改
め
る
。

　

附
則
第
七
項
中
「
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
」
の
下
に
「
、
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
特
定
施
設
入
居
者

生
活
介
護
」
を
、「
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
」
の
下
に
「
、
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
介
護
予

防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
」
を
加
え
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
九
条
第
一
項
第
三
号
イ
及
び
同
条
第
五
項

の
改
正
規
定
、
第
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
改
正
規
定
（「
第
八
条
第
二
十
三
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
四
項
」
に

改
め
る
部
分
を
除
く
。）
並
び
に
附
則
第
七
項
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 
　
　
　
　

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
三
十
号

　
　
　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
五
年
宮
城
県
規
則
第
三

十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
八
条
第
二
十
三
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
四
項
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
三
十
一
号

　
　
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
五
年
宮
城
県
規
則

第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
一
条
第
一
項
及
び
第
五
項
中
「
第
八
条
第
二
十
三
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
四
項
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
係
る
検
査
費
用
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
三
十
二
号

　
　
　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
係
る
検
査
費
用
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
係
る
検
査
費
用
交
付
規
則
（
平
成
二
十
六
年
宮
城
県
規
則
第
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
中
「
仙
台
市
」
を
「
市
町
村
」
に
改
め
る
。

　

第
五
条
第
二
号
中
「
年
一
回
」
を
「
年
二
回
（
前
号
の
検
査
を
受
検
し
た
年
に
つ
い
て
は
、
年
一
回
）」
に
改
め
る
。

　

第
六
条
第
三
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

　

 　

た
だ
し
、
以
前
に
定
期
検
査
費
用
の
支
払
い
を
受
け
た
者
（
慢
性
肝
炎
か
ら
肝
硬
変
へ
の
移
行
等
病
態
に
変
化
が

あ
っ
た
も
の
を
除
く
。）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

様
式
第
一
号
中
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「（様
式
第
２
号

）を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

」
の
下
に
「た

だ
し
，
以
前
に
定
期
検
査
費
用
の
支
払
い
を
受
け
た
者

（慢

性
肝
炎
か
ら
肝
硬
変
へ
の
移
行
等
病
態
に
変
化
が
あ
っ
た
も
の
を
除
く
。

）に
つ
い
て
は
，
そ
の
添
付
を
省
略
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

」
を
加
え
、「診

断
書
に

」
を
「診

断
書
の
発
行
に

」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２ 　

改
正
前
の
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
係
る
検
査
費
用
交
付
規
則
様
式
第
一
号
に
よ
る
肝
炎
検
査
費
用
請
求
書
は
、
当
分

の
間
、
改
正
後
の
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
係
る
検
査
費
用
交
付
規
則
様
式
第
一
号
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

訓　

令　

甲

〇
宮
城
県
訓
令
甲
第
三
号

　

単
純
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

単
純
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

単
純
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
二
年
宮
城
県
訓
令
甲
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

　

別
表
第
四
中
「

38

38

38

38

38

38

39

39

39

39

39

39

40

40

40

」
を

「

振
込
口
座

（
対
象
者
名

義
の
口
座
）

フ
リ
ガ
ナ

」

を

口
座
名
義

金
融
機
関
名

店
舗
名

口
座
種
別

普
通
　
・
　
当
座

口
座
番
号

「

振
込
口
座

（
対
象
者
名

義
の
口
座
）

フ
リ
ガ
ナ

」

に
改
め
、

口
座
名
義

金
融
機
関
名

店
舗
名

口
座
種
別

普
通
　
・
　
当
座

口
座
番
号

本
助
成
制
度

の
利
用
歴

□
　
あ
り

□
　
な
し

病
態

該
当
す
る
診
断
名
に
チ
ェ
ッ
ク
し
，
項
目
に
〇
を
し
て
く
だ
さ
い
。

□
　
慢
性
肝
炎
（
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
）

□
　
肝
硬
変
（
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
）

□
　
肝
が
ん
（
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
）

□
　
そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
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「

37

38

38

38

38

38

38

38

39

39

39

39

39

39

39

」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
等
）

１ 　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
二
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
単
純
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程

（
以
下
「
新
規
程
」
と
い
う
。）
の
規
定
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２ 　

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
こ
の
訓
令
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
新
た
に
給
料
表
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
職
員
及
び
昇
給
又
は
復
職
時
等
に
お
け
る
号
俸
の
調
整
以
外
の
事
由
に
よ
り
そ
の
受
け
る
号

俸
に
異
動
の
あ
っ
た
職
員
の
う
ち
、
新
規
程
の
規
定
に
よ
る
号
俸
が
改
正
前
の
単
純
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規

程
（
以
下
「
旧
規
程
」
と
い
う
。）
の
規
定
に
よ
る
号
俸
に
達
し
な
い
職
員
の
、
当
該
適
用
又
は
異
動
の
日
に
お
け

る
号
俸
に
つ
い
て
は
、
新
規
程
の
規
定
に
か
か
ら
わ
ず
、
旧
規
程
の
規
定
に
よ
る
号
俸
と
す
る
も
の
と
す
る
。

３ 　

こ
の
訓
令
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
新
た
に
給
料
表
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
と
な
っ
た
職
員
及
び
降
格
、
昇
給
又
は
復
職
時
等
に
お
け
る
号
俸
の
調
整
以
外
の
事
由
に
よ
り
そ
の
受
け

る
号
俸
に
異
動
の
あ
っ
た
職
員
（
人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
十
三
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
の
規
定
を

準
用
し
て
個
別
に
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
号
俸
を
決
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
職
員
を
除
く
。）
の
う
ち
、

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
の
均
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
職
員
の
、
当
該
適
用
又
は
異
動
の
日

に
お
け
る
号
俸
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
一
号

　

災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
二
条
第
六
号
の
指
定
地
方
公
共
機
関
を
次
の
と
お

り
指
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

一
般
社
団
法
人
宮
城
県
歯
科
医
師
会

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
二
号

　

宮
城
県
認
証
食
品
認
証
要
綱
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
号
）
第
三
条
第
一
項
に
基
づ
き
、
果
実
酒
の
認
証

基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

附　

則

　

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
三
号

果
実
酒
の
認
証
基
準

　
（
適
用
の
範
囲
）

第
１
　
こ
の
基
準
は
，
宮
城
県
内
で
製
造
さ
れ
た
果
実
酒
に
適
用
す
る
。

　
（
定
義
）

第
 ２
　
こ
の
基
準
に
お
い
て
，
果
実
酒
と
は
，
酒
税
法
（
昭
和
28年
法
律
第
６
号
）
第
３
条
第
13号
に
規
定
す
る
果
実

酒
を
い
う
。

　
（
品
質
及
び
品
質
表
示
）

第
 ３
　
果
実
酒
の
品
質
及
び
品
質
表
示
基
準
は
，
酒
税
の
保
全
及
び
酒
類
業
組
合
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
28年
法
律

第
７
号
）
及
び
食
品
表
示
基
準
（
平
成
27年
内
閣
府
令
第
10号
）
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
，
次
の
表
の
と
お

り
と
す
る
。区
　
　
　
分

基
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準

品　　　　　質

品
位
　
香
味
及
び
色
沢
が
良
好
で
あ
る
こ
と
。

原　　材　　料

食
品
添
加
物
以

外
の
原
材
料

　
次
に
掲
げ
る
以
外
の
も
の
を
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
。

１
　
宮
城
県
産
の
果
実

２
　
砂
糖
，
ぶ
ど
う
糖
又
は
果
糖

食
品
添
加
物
　
酸
化
防
止
剤
以
外
の
も
の
を
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
。
た
だ
し
，
製
造
過

程
で
使
用
す
る
加
工
助
剤
を
除
く
。

表示
原
料
原
産
地
及
び

そ
の
表
示
方
法
　
「
宮
城
県
産
」，「
宮
城
県
○
○
使
用
」
等
の
宮
城
県
産
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
表
現
を
，
容
器
又
は
包
装
の
見
や
す
い
箇
所
に
記
載
し
て
い
る
こ
と
。

　
（
製
造
管
理
）

第
 ４
　
食
品
衛
生
法
（
昭
和
22年
法
律
第
233号

）
等
関
係
諸
法
令
を
遵
守
し
，
適
切
な
製
造
管
理
を
行
う
こ
と
。

　
（
認
証
方
法
）

第
 ５
　
認
証
の
た
め
の
適
合
審
査
は
，
宮
城
県
認
証
食
品
認
証
要
綱
（
平
成
17年

宮
城
県
告
示
第
900号

）
に
基
づ
き

行
う
。
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宮
城
県
認
証
食
品
認
証
要
綱
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
号
）
第
三
条
第
一
項
に
基
づ
き
、
焼
菓
子
類
の
認

証
基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

附　

則

　

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
四
号

　

入
会
林
野
等
に
係
る
権
利
関
係
の
近
代
化
の
助
長
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
二
十
六
号
）
第
十
一

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
入
会
林
野
整
備
計
画
を
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

認
可
に
係
る
入
会
林
野
整
備
計
画

　
　

里
浜
入
会
林
野
整
備
計
画

二　

申
請
人

　
　

東
松
島
市
宮
戸
字
里
六
十
五
番
地

　
　

里
浜
入
会
林
野
整
備
組
合

　
　

代
表
者　

八
木　

重
義

三　

認
可
年
月
日

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
六
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
五
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
を
解
除
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
１　

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

 　

仙
台
市
宮
城
野
区
岡
田
字
砂
原
一
七
、
蒲
生
字
八
郎
兵
エ
谷
地
第
二　

三
、
四
の
二
、
五
か
ら
七
ま
で
、
九
の

二
、
一
〇
の
二
、
一
七
、
一
八
、
二
三
、
六
三
の
二
、
六
四
の
一
、
六
五
の
一
、
若
林
区
荒
浜
字
川
向
三
八
、
四

三
、
五
二
の
一
、
藤
塚
字
土
手
外
一
八
の
一
、
一
九
の
一
、
二
〇
の
一
、
二
一
の
一

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

潮
害
の
防
備

焼
菓
子
類
の
認
証
基
準

　
（
適
用
の
範
囲
）

第
１
　
こ
の
基
準
は
，
宮
城
県
内
で
製
造
さ
れ
た
焼
菓
子
類
に
適
用
す
る
。

　
（
定
義
）

第
 ２
　
こ
の
基
準
に
お
い
て
，
焼
菓
子
類
と
は
，
小
麦
粉
，
米
粉
等
を
主
原
料
と
し
，
野
菜
等
，
卵
，
乳
，
乳
製
品
，

果
実
，
魚
介
藻
類
，
片
栗
粉
，
調
味
料
又
は
食
用
油
脂
を
加
え
た
も
の
を
練
り
合
わ
せ
て
焼
い
た
も
の
を
い
う
。

　
（
品
質
及
び
品
質
表
示
）

第
 ３
　
焼
菓
子
類
の
品
質
及
び
品
質
表
示
基
準
は
，
食
品
表
示
基
準
（
平
成
27年
内
閣
府
令
第
10号
）
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る
ほ
か
，
次
の
と
お
り
と
す
る
。

区
　
　
　
分

基
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準

品　　　　　質

品
位
　
香
味
が
良
好
で
あ
る
こ
と
。

原　　材　　料

食
品
添
加
物
以

外
の
原
材
料

　
次
に
掲
げ
る
以
外
の
も
の
を
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
。

１
　
宮
城
県
内
で
生
産
さ
れ
た
穀
物

２
　
宮
城
県
内
で
生
産
さ
れ
た
野
菜
，
豆
類
，
特
用
林
産
物
又
は
特
用
作
物

３
　
宮
城
県
内
で
生
産
さ
れ
た
卵

４
　
乳
及
び
乳
製
品

５
　
果
実

６
　
魚
介
藻
類

７
　
片
栗
粉

８
　
調
味
料

　
　
砂
糖
，
食
塩
，
醤
油
，
味
噌
，
み
り
ん
，
水
飴
，
酒
類
又
は
香
辛
料

９
　
食
用
油
脂

食
品
添
加
物
　
次
に
掲
げ
る
以
外
の
も
の
を
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
。

１
　
膨
張
剤

２
　
天
然
香
料

表示
原
料
原
産
地
及
び

そ
の
表
示
方
法
　
「
宮
城
県
産
」，「
宮
城
県
○
○
使
用
」
等
の
宮
城
県
産
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
表
現
を
，
容
器
又
は
包
装
の
見
や
す
い
箇
所
に
記
載
し
て
い
る
こ
と
。

　
（
製
造
管
理
）

第
 ４
　
食
品
衛
生
法
（
昭
和
22年
法
律
第
233号

）
等
関
係
諸
法
令
を
遵
守
し
，
適
切
な
製
造
管
理
を
行
う
こ
と
。

　
（
認
証
方
法
）

第
 ５
　
認
証
の
た
め
の
適
合
審
査
は
，
宮
城
県
認
証
食
品
認
証
要
綱
（
平
成
17年

宮
城
県
告
示
第
900号

）
に
基
づ
き

行
う
。
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３　

解
除
の
理
由

　
　
　

公
園
用
地
と
す
る
た
め

二
１　

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

仙
台
市
若
林
区
藤
塚
字
土
手
外
一
六
、
一
七
の
二

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

風
害
の
防
備

　

３　

解
除
の
理
由

　
　
　

公
園
用
地
と
す
る
た
め

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
六
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。　　
　

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　
　

大
崎
市
鳴
子
温
泉
字
前
森
三
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
七
の
一

二　

指
定
の
目
的

　
　

水
源
の
涵か

ん

養

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　

㈡ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈢　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。　

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
大
崎
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
七
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気

仙
沼
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

気
仙
沼
唐
桑

線

気
仙
沼
市
浪
板
五
五
番
一
地
先
か
ら

同
市
波
板
二
番
一
地
先
ま
で

平
成
二
十
八
年

 

三
月
二
十
四
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
八
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気

仙
沼
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

気
仙
沼
唐
桑

線

気
仙
沼
市
唐
桑
町
東
舞
根
一
四
四
番
一
地
先
か
ら

同
市
唐
桑
町
浦
九
〇
番
一
地
先
ま
で

平
成
二
十
八
年

 

三
月
二
十
四
日

 

午
後
四
時
三
十
分

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
九
号

　

鳴
瀬
川
沿
岸
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

増　
　

子　
　

友　
　

一　
　
　

公　
　
　

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。
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平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

加
美
郡
加
美
町
上
狼
塚
字
東
北
原
十
二
番
二
百
四
十
八

 

加
美
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
市

計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
次
の
開
発
区
域

（
工
区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
廻
館
七
十
五
番
九
、
七
十

五
番
十
の
一
部
、
七
十
五
番
十
一
、
七
十
五
番
十
三
、
七

十
五
番
十
四
の
一
部
、
同
字
田
尻
畑
二
十
八
番
五
、
五
十

八
番
一
の
一
部
、
五
十
八
番
四
の
一
部
、
五
十
八
番
五
、

五
十
八
番
六
、
同
字
小
森
七
番
八
、
七
番
八
地
先
の
道
の

一
部

 

（
第
一
工
区
）　
　
　
　

 

南
三
陸
町　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
市

計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
次
の
開
発
区
域

（
工
区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
廻
館
八
十
四
番
五
の
一

部
、
八
十
八
番
二
、
八
十
九
番
二
の
一
部
、
九
十
一
番
の

一
部
、
九
十
二
番
一
、
九
十
二
番
六
の
一
部
、
九
十
二
番

九
の
一
部
、
九
十
二
番
十
の
一
部
、
九
十
三
番
三
の
一
部
、

九
十
四
番
四
、
九
十
五
番
六

 

（
第
一
工
区
）　
　
　
　

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

 

南
三
陸
町　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
事
委
員
会

　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
十
九
（
へ
き
地
手
当
等
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委 

員 

長　
　

小　
　

川　
　

竹　
　

男　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
十
九
―
三
十
七

　
　
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
十
九
（
へ
き
地
手
当
等
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
九
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
委

員
会
規
則
七
―
三
十
九
（
へ
き
地
手
当
等
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

附
則
別
表
（
附
則
第
七
項
関
係
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

附
則
別
表
（
附
則
第
七
項
関
係
）

区　

分

学　
　

校　
　

名

所　
　

在　
　

地

三　

級

白
石
市
立
福
岡
小
学
校
不
忘
分
校

石
巻
市
立
大
須
小
学
校

石
巻
市
立
寄
磯
小
学
校

石
巻
市
立
大
須
中
学
校

白
石
市
福
岡
八
宮
字
不
忘
一
〇
七
番
地

石
巻
市
雄
勝
町
大
須
字
大
須
二
五
一
番
地
二

石
巻
市
寄
磯
浜
五
梅
沢
二
四
番
地

石
巻
市
雄
勝
町
大
須
字
舘
森
一
番
地

二　

級

白
石
市
立
深
谷
小
学
校
三
住
分
校

丸
森
町
立
筆
甫
小
学
校

塩
竈
市
立
浦
戸
小
学
校

大
崎
市
立
鬼
首
小
学
校

石
巻
市
立
鮎
川
小
学
校

塩
竈
市
立
浦
戸
中
学
校

石
巻
市
立
北
上
中
学
校

石
巻
市
立
牡
鹿
中
学
校

石
巻
市
牡
鹿
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

白
石
市
福
岡
深
谷
字
三
住
七
〇
番
地
三

伊
具
郡
丸
森
町
筆
甫
字
中
島
三
番
地
二 

塩
竈
市
浦
戸
野
々
島
字
馬
越
八
番
地

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
八
幡
原
一
九
番
地 

石
巻
市
鮎
川
浜
清
崎
山
一
番
地
一

塩
竈
市
浦
戸
野
々
島
字
馬
越
八
番
地

石
巻
市
北
上
町
十
三
浜
字
小
田
九
三
番
地
一

石
巻
市
鮎
川
浜
鬼
形
山
一
番
地
二
四

石
巻
市
鮎
川
浜
清
崎
山
一
番
地
一

一　

級

白
石
市
立
福
岡
小
学
校
八
宮
分
校

白
石
市
立
福
岡
小
学
校
長
峯
分
校

七
ケ
宿
町
立
七
ケ
宿
小
学
校 

川
崎
町
立
前
川
小
学
校 

丸
森
町
立
大
張
小
学
校

白
石
市
福
岡
八
宮
字
坂
ノ
上
一
四
番
地
一
六 

白
石
市
福
岡
蔵
本
字
長
峯
一
四
番
地

刈
田
郡
七
ケ
宿
町
字
利
津
保
一
六
番
地
一 

柴
田
郡
川
崎
町
大
字
前
川
字
大
森
一
一
一
番
地
四

伊
具
郡
丸
森
町
大
張
川
張
字
宮
田
二
五
番
地
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丸
森
町
立
耕
野
小
学
校

加
美
町
立
鹿
原
小
学
校

加
美
町
立
旭
小
学
校

栗
原
市
立
花
山
小
学
校 

石
巻
市
立
東
浜
小
学
校

石
巻
市
立
北
上
小
学
校

石
巻
市
立
大
原
小
学
校

気
仙
沼
市
立
大
島
小
学
校

気
仙
沼
市
立
馬
籠
小
学
校

南
三
陸
町
立
名
足
小
学
校

七
ケ
宿
町
立
七
ケ
宿
中
学
校

石
巻
市
立
荻
浜
中
学
校

気
仙
沼
市
立
大
島
中
学
校

七
ケ
宿
町
学
校
給
食
共
同
調
理
場 

気
仙
沼
市
立
大
島
共
同
調
理
場

伊
具
郡
丸
森
町
耕
野
字
入
大
四
四
番
地
一

加
美
郡
加
美
町
字
鹿
原
水
堀
三
番
地
一

加
美
郡
加
美
町
宮
崎
字
旭
二
番
一
番
地
一 

栗
原
市
花
山
字
本
沢
鯨
ケ
森
三
三
番
地
三 

石
巻
市
牧
浜
字
竹
浜
道
二
二
番
地
二

石
巻
市
北
上
町
長
尾
字
松
崎
一
番
地

石
巻
市
大
原
浜
大
光
寺
一
番
地

気
仙
沼
市
高
井
四
〇
番
地
二

気
仙
沼
市
本
吉
町
小
金
山
一
番
地
一

本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
字
中
山
一
四
番
地

刈
田
郡
七
ケ
宿
町
字
瀬
見
原
一
番
地

石
巻
市
荻
浜
字
田
浜
山
三
番
地

気
仙
沼
市
高
井
四
〇
番
地

刈
田
郡
七
ケ
宿
町
字
新
利
津
保
一
番
地

気
仙
沼
市
高
井
四
〇
番
地
二 

準
へ
き

地
学
校

蔵
王
町
立
遠
刈
田
小
学
校

川
崎
町
立
川
崎
第
二
小
学
校

丸
森
町
立
大
内
小
学
校

仙
台
市
立
作
並
小
学
校
新
川
分
校 

仙
台
市
立
馬
場
小
学
校 

大
崎
市
立
真
山
小
学
校

大
崎
市
立
大
貫
小
学
校

加
美
町
立
西
小
野
田
小
学
校

石
巻
市
立
荻
浜
小
学
校

登
米
市
立
米
川
小
学
校

登
米
市
立
横
山
小
学
校

気
仙
沼
市
立
月
立
小
学
校

気
仙
沼
市
立
中
井
小
学
校

南
三
陸
町
立
戸
倉
小
学
校

蔵
王
町
立
遠
刈
田
中
学
校

加
美
町
立
宮
崎
中
学
校

登
米
市
立
津
山
中
学
校

気
仙
沼
市
立
唐
桑
中
学
校

刈
田
郡
蔵
王
町
遠
刈
田
温
泉
字
小
妻
坂
山
二
五
番
地

柴
田
郡
川
崎
町
大
字
今
宿
字
町
尻
一
番
地

伊
具
郡
丸
森
町
大
内
字
横
手
一
八
番
地

仙
台
市
青
葉
区
新
川
字
北
野
尻
三
四
番
地

仙
台
市
太
白
区
秋
保
町
馬
場
字
町
北
二
五
番
地

大
崎
市
岩
出
山
字
上
真
山
日
向
要
害
二
番
地

大
崎
市
田
尻
大
貫
字
境
三
七
番
地
一

加
美
郡
加
美
町
字
上
野
目
高
畑
五
番
地

石
巻
市
桃
浦
字
米
久
保
五
番
地

登
米
市
東
和
町
米
川
字
東
綱
木
三
一
番
地

登
米
市
津
山
町
横
山
字
本
町
九
一
番
地

気
仙
沼
市
塚
沢
六
五
番
地

気
仙
沼
市
唐
桑
町
中
井
一
三
四
番
地
三

本
吉
郡
南
三
陸
町
戸
倉
字
宇
津
野
五
〇
番
地
一

刈
田
郡
蔵
王
町
遠
刈
田
温
泉
字
小
妻
坂
山
一
六
番
地

加
美
郡
加
美
町
柳
沢
字
桧
葉
野
屋
敷
四
九
番
地

登
米
市
津
山
町
柳
津
字
舘
石
六
番
地

気
仙
沼
市
唐
桑
町
北
中
一
三
〇
番
地

　

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表区　

分

学　
　

校　
　

名

所　
　

在　
　

地

三　

級

白
石
市
立
福
岡
小
学
校
不
忘
分
校

石
巻
市
立
大
須
小
学
校

石
巻
市
立
寄
磯
小
学
校

石
巻
市
立
大
須
中
学
校

白
石
市
福
岡
八
宮
字
不
忘
一
〇
七
番
地

石
巻
市
雄
勝
町
大
須
字
大
須
二
五
一
番
地
二

石
巻
市
寄
磯
浜
五
梅
沢
二
四
番
地

石
巻
市
雄
勝
町
大
須
字
舘
森
一
番
地

二　

級

白
石
市
立
深
谷
小
学
校
三
住
分
校

丸
森
町
立
筆
甫
小
学
校

塩
竈
市
立
浦
戸
小
学
校

大
崎
市
立
鬼
首
小
学
校

石
巻
市
立
鮎
川
小
学
校

塩
竈
市
立
浦
戸
中
学
校

石
巻
市
立
北
上
中
学
校

石
巻
市
立
牡
鹿
中
学
校

石
巻
市
牡
鹿
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

白
石
市
福
岡
深
谷
字
三
住
七
〇
番
地
三

伊
具
郡
丸
森
町
筆
甫
字
中
島
三
番
地
二 

塩
竈
市
浦
戸
野
々
島
字
馬
越
八
番
地

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
八
幡
原
一
九
番
地 

石
巻
市
鮎
川
浜
清
崎
山
一
番
地
一

塩
竈
市
浦
戸
野
々
島
字
馬
越
八
番
地

石
巻
市
北
上
町
十
三
浜
字
小
田
九
三
番
地
一

石
巻
市
鮎
川
浜
鬼
形
山
一
番
地
二
四

石
巻
市
鮎
川
浜
清
崎
山
一
番
地
一

一　

級

白
石
市
立
福
岡
小
学
校
八
宮
分
校

白
石
市
立
福
岡
小
学
校
長
峯
分
校

七
ケ
宿
町
立
七
ケ
宿
小
学
校 

川
崎
町
立
前
川
小
学
校 

丸
森
町
立
大
張
小
学
校

丸
森
町
立
耕
野
小
学
校

加
美
町
立
鹿
原
小
学
校

加
美
町
立
旭
小
学
校

栗
原
市
立
花
山
小
学
校 

石
巻
市
立
東
浜
小
学
校

石
巻
市
立
大
川
小
学
校

石
巻
市
立
雄
勝
小
学
校

石
巻
市
立
北
上
小
学
校

石
巻
市
立
大
原
小
学
校

気
仙
沼
市
立
大
島
小
学
校

気
仙
沼
市
立
馬
籠
小
学
校

南
三
陸
町
立
名
足
小
学
校

七
ケ
宿
町
立
七
ケ
宿
中
学
校

石
巻
市
立
荻
浜
中
学
校

石
巻
市
立
雄
勝
中
学
校

気
仙
沼
市
立
大
島
中
学
校

七
ケ
宿
町
学
校
給
食
共
同
調
理
場 

気
仙
沼
市
立
大
島
共
同
調
理
場

白
石
市
福
岡
八
宮
字
坂
ノ
上
一
四
番
地
一
六 

白
石
市
福
岡
蔵
本
字
長
峯
一
四
番
地

刈
田
郡
七
ケ
宿
町
字
利
津
保
一
六
番
地
一 

柴
田
郡
川
崎
町
大
字
前
川
字
大
森
一
一
一
番
地
四

伊
具
郡
丸
森
町
大
張
川
張
字
宮
田
二
五
番
地

伊
具
郡
丸
森
町
耕
野
字
入
大
四
四
番
地
一

加
美
郡
加
美
町
字
鹿
原
水
堀
三
番
地
一

加
美
郡
加
美
町
宮
崎
字
旭
二
番
一
番
地
一 

栗
原
市
花
山
字
本
沢
鯨
ケ
森
三
三
番
地
三 

石
巻
市
牧
浜
字
竹
浜
道
二
二
番
地
二

石
巻
市
釜
谷
字
山
根
一
番
地

石
巻
市
雄
勝
町
雄
勝
字
小
渕
三
八
番
地

石
巻
市
北
上
町
長
尾
字
松
崎
一
番
地

石
巻
市
大
原
浜
大
光
寺
一
番
地

気
仙
沼
市
高
井
四
〇
番
地
二

気
仙
沼
市
本
吉
町
小
金
山
一
番
地
一

本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
字
中
山
一
四
番
地

刈
田
郡
七
ケ
宿
町
字
瀬
見
原
一
番
地

石
巻
市
荻
浜
字
田
浜
山
三
番
地

石
巻
市
雄
勝
町
雄
勝
字
寺
四
番
地
三

気
仙
沼
市
高
井
四
〇
番
地

刈
田
郡
七
ケ
宿
町
字
新
利
津
保
一
番
地

気
仙
沼
市
高
井
四
〇
番
地
二 

準
へ
き

蔵
王
町
立
遠
刈
田
小
学
校

刈
田
郡
蔵
王
町
遠
刈
田
温
泉
字
小
妻
坂
山
二
五
番
地
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地
学
校

川
崎
町
立
川
崎
第
二
小
学
校

丸
森
町
立
大
内
小
学
校

仙
台
市
立
作
並
小
学
校
新
川
分
校 

仙
台
市
立
馬
場
小
学
校 

大
崎
市
立
真
山
小
学
校

大
崎
市
立
大
貫
小
学
校

加
美
町
立
西
小
野
田
小
学
校

石
巻
市
立
荻
浜
小
学
校

登
米
市
立
米
川
小
学
校

登
米
市
立
横
山
小
学
校

気
仙
沼
市
立
月
立
小
学
校

気
仙
沼
市
立
中
井
小
学
校

南
三
陸
町
立
戸
倉
小
学
校

蔵
王
町
立
遠
刈
田
中
学
校

加
美
町
立
宮
崎
中
学
校

登
米
市
立
津
山
中
学
校

気
仙
沼
市
立
唐
桑
中
学
校

柴
田
郡
川
崎
町
大
字
今
宿
字
町
尻
一
番
地

伊
具
郡
丸
森
町
大
内
字
横
手
一
八
番
地

仙
台
市
青
葉
区
新
川
字
北
野
尻
三
四
番
地 

仙
台
市
太
白
区
秋
保
町
馬
場
字
町
北
二
五
番
地

大
崎
市
岩
出
山
字
上
真
山
日
向
要
害
二
番
地

大
崎
市
田
尻
大
貫
字
境
三
七
番
地
一

加
美
郡
加
美
町
字
上
野
目
高
畑
五
番
地

石
巻
市
桃
浦
字
米
久
保
五
番
地

登
米
市
東
和
町
米
川
字
東
綱
木
三
一
番
地

登
米
市
津
山
町
横
山
字
本
町
九
一
番
地

気
仙
沼
市
塚
沢
六
五
番
地

気
仙
沼
市
唐
桑
町
中
井
一
三
四
番
地
三

本
吉
郡
南
三
陸
町
戸
倉
字
宇
津
野
五
〇
番
地
一

刈
田
郡
蔵
王
町
遠
刈
田
温
泉
字
小
妻
坂
山
一
六
番
地

加
美
郡
加
美
町
柳
沢
字
桧
葉
野
屋
敷
四
九
番
地

登
米
市
津
山
町
柳
津
字
舘
石
六
番
地

気
仙
沼
市
唐
桑
町
北
中
一
三
〇
番
地

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。　

　

（
経
過
措
置
）

２ 　

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）
の
前
日
に
お
い
て
へ
き
地
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
た

職
員
で
、
当
該
職
員
に
係
る
改
正
後
の
規
則
七
―
三
十
九
（
へ
き
地
手
当
等
）（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。）
第
三

条
の
規
定
に
基
づ
く
へ
き
地
手
当
の
月
額
（
以
下
「
施
行
日
以
後
の
へ
き
地
手
当
の
月
額
」
と
い
う
。）
が
施
行
日

の
前
日
に
お
け
る
給
料
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
合
計
額
に
、
改
正
前
の
規
則
七
―
三
十
九
（
以
下
「
旧
規
則
」
と

い
う
。）
附
則
別
表
の
区
分
欄
に
掲
げ
る
学
校
の
区
分
に
応
じ
、
旧
規
則
第
三
条
に
定
め
る
支
給
割
合
を
乗
じ
て
得

た
額
（
以
下
「
施
行
日
前
の
へ
き
地
手
当
の
月
額
」
と
い
う
。）
に
達
し
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
（
新
規
則
に
基
づ

く
へ
き
地
手
当
の
支
給
を
受
け
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
を
含
む
。）
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
三
条
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
施
行
日
以
後
当
該
職
員
が
施
行
日
の
前
日
に
勤
務
し
て
い
た
学
校
又
は
共
同
調
理
場
に
引
き
続
き
勤
務
す

る
場
合
（
当
該
学
校
又
は
共
同
調
理
場
の
移
転
が
あ
っ
た
場
合
を
除
く
。）
に
お
い
て
は
、
施
行
日
以
後
の
へ
き
地

手
当
の
月
額
が
当
該
職
員
に
係
る
施
行
日
前
の
へ
き
地
手
当
の
月
額
に
達
す
る
ま
で
の
間
（
新
規
則
に
基
づ
く
へ
き

地
手
当
の
支
給
を
受
け
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
以
後
）、
当
該
施
行
日
前
の
へ
き
地
手
当
の
月
額
に
相
当
す

る
額
の
へ
き
地
手
当
を
支
給
す
る
。

３ 　

施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
へ
き
地
等
学
校
（
給
与
条
例
第
二
十
一
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
一
条
の
五
第
一
項

に
規
定
す
る
学
校
及
び
共
同
調
理
場
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
た
学
校
又
は
共
同
調
理
場
で

施
行
日
に
お
い
て
へ
き
地
等
学
校
と
し
て
指
定
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
（
学
校
又
は
共
同
調
理
場
の
移
転
に
よ

り
へ
き
地
等
学
校
と
し
て
指
定
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
を
除
く
。）
は
、
施
行
日
の
前
日
に
当
該
学
校
又
は
共

同
調
理
場
に
勤
務
す
る
職
員
で
施
行
日
以
後
当
該
学
校
又
は
共
同
調
理
場
に
引
き
続
き
勤
務
す
る
こ
と
と
な
る
も
の

に
係
る
へ
き
地
手
当
に
準
ず
る
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
へ
き
地
等
学
校
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
へ

き
地
手
当
に
準
ず
る
手
当
の
月
額
の
算
定
は
、
新
規
則
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
の
前
日
に

お
け
る
給
料
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
合
計
額
を
基
礎
と
し
て
、
行
う
も
の
と
す
る
。

４ 　

次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
に
対
す
る
附
則
第
二
項
及
び
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

　

一 　

育
児
休
業
法
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
育
児
休
業
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ

る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
（
以
下
「
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
」
と
い
う
。）
以
外
の
職
員
で
あ
っ
て
、

施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
っ
た
も
の　

附
則
第
二
項
及
び
前
項
中
「
給
料
及
び
」

と
あ
る
の
は
、「
給
料
の
月
額
を
同
日
に
お
け
る
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
二
項
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
（
以
下
「
同
日
に
お
け
る
算
出
率
」

と
い
う
。）
で
除
し
て
得
た
額
及
び
」
と
す
る
。

　

二 　

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
っ
て
、
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
以
外
の
職
員
で

あ
っ
た
も
の　

附
則
第
二
項
及
び
前
項
中
「
給
料
及
び
」
と
あ
る
の
は
、「
給
料
の
月
額
に
学
校
職
員
勤
務
時
間

条
例
第
三
条
第
二
項
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て

得
た
数
（
以
下
「
現
在
に
お
け
る
算
出
率
」
と
い
う
。）
を
乗
じ
て
得
た
額
及
び
」
と
す
る
。

　

三 　

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
っ
て
、
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
っ
た
も
の　

附
則
第
二
項
及
び
前
項
中
「
給
料
及
び
」
と
あ
る
の
は
、「
給
料
の
月
額
を
同
日
に
お
け
る
算
出
率
で
除
し
て
得

た
額
に
現
在
に
お
け
る
算
出
率
を
乗
じ
て
得
た
額
及
び
」
と
す
る
。

雑　
　
　

報

〇
宮
城
県
住
宅
供
給
公
社
理
事
長
か
ら
、
次
の
と
お
り
公
報
登
載
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

公
営
住
宅
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
四
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
住
宅
供
給
公
社　
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理 

事 

長　
　

今　
　

野　
　

純　
　

一　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

記

一　

宮
城
県
に
代
わ
っ
て
普
通
県
営
住
宅
及
び
共
同
施
設
（
以
下
「
県
営
住
宅
等
」
と
い
う
。）
の
管
理
を
行
う
者

　
　

宮
城
県
住
宅
供
給
公
社

二　

一
で
定
め
る
者
が
管
理
を
行
う
県
営
住
宅
等
の
名
称

　

 　

県
営
住
宅
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
条
例
第
十
二
号
）
別
表
第
一
に
掲
げ
る
県
営
住
宅
等
（
改
良
県
営
住
宅

を
除
く
。）

三　

一
で
定
め
る
者
が
行
う
県
営
住
宅
等
の
管
理
の
内
容

　

 　

法
第
三
章
の
規
定
（
家
賃
の
決
定
並
び
に
家
賃
、
敷
金
そ
の
他
の
金
銭
の
請
求
、
徴
収
及
び
減
免
に
関
す
る
こ
と

を
除
く
。）
に
基
づ
い
て
県
営
住
宅
等
の
管
理
を
行
う
こ
と
。

四　

一
で
定
め
る
者
が
県
営
住
宅
等
の
管
理
を
行
う
期
間

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

正　
　
　

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
二
七
四
一
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日
付
け
）
中

ペ
ー
ジ

一
九

段上

行一
六

　

正

同
郡
亘
理
町
吉
田
字
南
上
一
七
七

番
一
地
先
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

誤

同
郡
同
町
吉
田
字
南
上
一
七
七
番

一
地
先
ま
で


